
 BALL TEST DATA  
【セールス資料】 新素材 

BALL NAME:   “DEFIANT RAGE“                         平成 27 年 12 月 17 日 

COLOR: RED / BLUE / PURPLE 

WEIGHT BLOCK：PARAGON CORE 

COVER STOCK: MICRO BITE tm PLUS PEARL REACTIVE      レイアウト例 

RG：2.49  ⊿RG:0.054  ID:0.017                     DEFIANT RAGE     SINISTER BLAZE 

FACTORY FINISH: 1500-Grit POLISH             

TRACK FLARE POTENTIAL : 7+                  

BACK END:19（1－20）MAX LENGTH：16（1-20）                AP4                 AP 4  

 O  LONG                                                BH 5 1/2               BH 41/8 

  I  MEDIUM                                        

  L  SHORT                                 MB 4                MB 4 

               Light   Medium  Heavy                                  

          適正レーンコンディショングラフ                    CA53.2 度        CA53.2 度 

   【ミディアムレーン 編】                  ﾌﾚｱｰ幅 最大 63/4・間隔 1/8       最大 6 3/4・ 

 

  50Unit OVER             30Unit Over 

                                              10Unit            DRY 

   

   

   

 

0F                       15F                            37F       40F 

  比較品ライン      DEFIANT RAGE               SINISTER BLAZE          

  【レーン状況】 ベースコンディションはミディアムクラスのレーン。ピン側  

    は手拭きにてレーンクリーニングを行いました 

 【製品比較表】 

   曲がり度 1  2  3  4  5  曲がり方  ｱｰｸ 1  2 3  4  5 ｼｬｰﾌﾟ  

    スキッド １ 2  3  4  5  ｵｲﾙの強さ  1  2  3  4  5  

   ﾋﾟﾝｱｸｼｮﾝ 1  2  3  4  5    テスト品 ○  比較品  

＊上記の数字は、1 側が少ない(短い・弱い) 5 側が強い(大きい・長い)  
 【ボール総合評価】 

  DEFIANT は久しぶりで非常に楽しみにしていました。理由はロトの中ではバックエンド 

  が鋭角な動きが出やすいパラゴンコア。更にエッジや BOOM で使用された MICROBITE 

  にパールを増量。よりバックエンドのアグレッシブさを出しているので手前は直線的ですが、 

  転がりが増える感覚さえ得られる程のキレがストローカーの大きな武器になるでしょう。 

  加えピン飛びの良さが安心感につながるのが今回の最大特徴であると感じました。   

        【ここがポイント】 

        手前を走るタイプのボールは、あまり滑る感覚があると幅を取り難いラインでの投球が増えてしまい 

 ますが、MICRO BITE はオイル上での摩擦が適度にあるのでスムーズですが安心感があり、10 枚目 

          から外への幅が取り易いのです。これは失投！と思える出し過ぎにも対応してくれるので使う時間帯 

          が長く、少ない種類でラインナップしているボウラーには最適な一品になると思います。      

        予定日：平成 28 年 3 月上旬  ﾃｽﾄ協力ｾﾝﾀｰ：本八幡ﾊﾀﾎﾞｳﾙ 希望小売価格：￥52.000 円 

          テスター：石原 章夫プロ（HI-SPORTS 専属） ボール担当：松谷 俊二 


